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Abstract
The purpose of this study was to make it clear the relationship between photography 
(especially Instagram) and tourist destinations from the viewpoint of tourism geography in the 
Kyoto area.
In recent years, there have been an increasing number of cases in which photography 
affects tourism through SNS and other means, leading to regional revitalization. The following 
two points can be pointed out when considering why photography can be a means of regional 
revitalization.
First photography has visual appeal and can be expressed in non-verbal terms. 
Considering this point from the viewpoint of tourism, photographs are not accompanied by 
writing, so the appeal is directly conveyed. In addition, because of its multilingual existence, 
the excitement of photography is universal. Second, it can be pointed out that there is a 
possibility of making new discoveries from the perspective of others. By looking at the 
pictures taken by the psychological reaction of others, you can know the viewpoints of others 
that you do not have, which may lead to unexpected attractions of tourist destinations and 
new discoveries.
This study examines the background that photography tourism, including Instagram 
tourism, has become familiar and has a great influence on us, the formation of visual 
communication and changes in tourism behavior, and the possibility of regional revitalization 
of photography. We clarified the formation process of the sustainable relationship between 
photography and tourist destinations in three stages, and considered the background.





































































perceived as “points,” as in Yasaka Koshindo. However, in this paper, not only the activation 
of tourism resources as such “points”, but also the structure as “lines” of Yumemizaka, and 
the “face and region” that makes use of Vista centered on Yumemizaka-Yasaka Tower. The 
process by which tourism resources have been attracting attention has been clarified in 
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情 報 館、京 都 市、https://www.city.kyoto.
lg.jp/menu4/category/58-4-0-0-0-0-0-0-0-0.
html（2021年２月18日最終閲覧）。
51）無電柱事業について、2009年に一念坂・二年坂・
産寧坂、2010年に八坂通りの無電柱化が完了し
た。
52）住職奥村氏によると、今と比べると当時のくく
り猿の数はかなり少なかった。
53）インスタグラマーとは、Instagram ユーザー
の中で特にフォロワー数や閲覧数の多い影響力
のあるユーザーのことを指し、人々の購買行動
や消費行動に大きな影響を与えるため、企業や
ブランドなどの広告塔として活用されている。
54）前掲注39）。
55）2019年11月21日－12月９日の間に、八坂通り沿
いおよび高台寺南門通り沿い16店舗へ聞き取り
調査を行った。
56）前掲注55）峯嵐堂八坂店および民泊ちとせへの
聞き取りによる。
57）おこしやすプラン21とは、京都市が2001年に策
定した京都観光振興推進計画のプランであり、
2010年に年間5000万人の観光客誘致を目指した
計画。“京都市観光振興推進計画―おこしやす
プラン21―”京都市情報館、京都市、https://
www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000013361.
html（2021年２月17日最終閲覧）。
41）日本三庚申とは、大阪四天王寺庚申堂、東京入
谷庚申堂、そして大黒山金剛寺八坂庚申堂であ
る。東京の入谷庚申堂は現存していない。
42）下中弘『京都・山城寺院神社大事典』株式会
社平凡社、1997年、272頁ならびに槇野修“高
台寺から清水寺への道”『京都の寺社505を歩く
（上）―洛東・洛北（東域）・洛中編―』PHP
新書、2007、203頁ならびに八坂庚申堂配布
パンフレット『八坂庚申堂』。
43）くくり猿について、人の心も猿のように常に動
き回って落ち着かないものであるため、猿をく
くることにより、人の心も欲につられて動かな
いようしている。
44）2019年６月１日に八坂庚申堂の住職奥村氏への
聞き取り調査を行なった。
45）人力車を走らせる運営会社「えびす屋」にて、
長年この地域を担当する石井氏より12月９日に
聞き取り調査を行なった。なお、「えびす屋」
は屋号であり、法人名は株式会社ベリー・プロ
ジェクト。日本全国の観光地で人力車を走らせ
ている。
46）本稿では観光客が舞妓の衣装・化粧をして京都
の街を歩いたり、写真を撮ったりして楽しむ様
子を指す。
47）京都市市街地景観整備条例とは、京都市固有の
景観を保護するため、市街地の景観整備に関し
ての事項を定め、良好な景観を将来の世代に継
承することを目的とした条例である。“京都市
街地景観整備条例”京都市情報館、京都市、
https://www1 .g-reiki.net/kyoto/reiki_
honbun/k102RG00000748.html（2021年２月
16日最終閲覧）。
48）全国に残る城下町・宿場町・門前町などの歴史
的な集落や街並みの保存を図る制度。市町村が
伝統的建造物群保存地区を決定し、保存活用計
画を定める。市町村が国に申請すると、重要伝
統的建造物群保存地区に選定される。“伝統的
建造物群保存地区”文化庁、https://www.
bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/
hozonchiku/（2021年２月18日最終閲覧）。
49）京都市では京都市市街地景観条例による独自制
89京都における写真観光による地域活性化
62）“東京カメラ部地域支援プロジェクト―写真で
地域創生を。―”東京カメラ部株式会社
https://localgov.tokyocameraclub.com/
index.php＃initiatives（2021年２月18日最終
閲覧）。
63）美しい景観で有名な北海道美瑛町にて、人気フォ
トスポット「クリスマスツリーの木」は撮影す
ると電線と電柱が写りこんでしまうため、マナー
を守らずに撮影する観光客も多く、農地にダメー
ジを及ぼしていた。そこで、費用を抑えて電柱
を移設させ、観光（写真）と農業の両立を目指
した。策定の撮影ルールを守って撮影された写
真を募集し、フォトコンテストを行い、ルール
を広めることで景観を守る取り組みを行った。“楽
しい写真撮影と農業の両立を目指して―美瑛町
との取り組み―北海道美瑛町―”東京カメラ部
株式会社 https://localgov.tokyocameraclub.
com/project030.php（2021年２月18日最終閲
覧）。
64）“青もみじライトアップ2019―仁和寺の風景を
未来に残すプロジェクト―京都府総本山仁和寺
―”東京カメラ部株式会社、https://localgov.
tokyocameraclub.com/project040.php（2021
年２月18日最終閲覧 )。
58）花灯路とは、京都・花灯路推進協議会（京都府・
京都市・京都商工会議所・京都市観光協会など
６団体が主催している灯りをテーマとする新た
な観光資源の創出事業であり、京都の夜の新た
な風物詩となることを目指して歴史的な文化遺
産やまち並みなどに灯りなどを灯す。2003年３
月から東山地域、2005年12月から嵯峨・嵐山地
域においても実施。このことに関しては、“京都・
花灯路とは”京都・花灯路公式ホームページ、
2019年、京都・花灯路推進協議会、http://
www.hanatouro.jp/about.html（2021年２月
17日最終閲覧）。
59）10年以内にオープンされた店舗は、以前は住居
や住人向け商店であったものを改装した店舗が
多く、以前この辺りは住宅街であったことが想
定できた。
60）前掲注55）レンタル着物ローズおよび民泊ちと
せおよび、人力車運営会社への聞き取りによる。
61）ビジットジャパンや地域創生プロジェクト、大
手企業の写真を活用したソーシャルメディア運
営、プロモーションを成功に導いている。東京
カメラ部株式会社公式ホームページ、https://
corporate.tokyocameraclub.com（2021 年 ２
月18日最終閲覧）。
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